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　製造業者への労働者派遣が解禁されて以後、多くの企業で初の期間満了を2009年に迎えます。３年を越え
て受け入れる場合、派遣先は派遣労働者に「直接雇用」を申し込む義務があります。期間満了後約３ヶ月は
同じ労働者を受け入れられないために３ヶ月経て再度契約する企業もありますが、厚労省はこれを違法と通
知。「派遣切り」がさらに広がるおそれがあり、「製造業への派遣は禁止せよ」の声が高まっています。

今月のキーワード
2009年問題

　労働時間を短縮することで雇用を確保・拡大すること。財界も最近「雇用対策」として打ち出しています
が正規職員を非正規に置き換える欺瞞的なもので、賃金引き下げの口実にもしています。本来のワークシェ
アリングは、失業者を100万人減らしたといわれるフランスの「週35時間労働法」（2000年施行）。日本も労
働時間の短縮、サービス残業根絶、非正規の正規化で、雇用拡大と経済効果が生まれます。

今月のキーワード
ワークシェアリング

災害の時には建物が損壊して、孤島になる
ＷＴＣ（大阪民主新報社提供） 　　　　　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
果
た
す

生
活
保
護
行
政
を
め
ざ
し
て

　

枚
方
市
で
は
、
相
談
に
訪
れ
た
市
民
に

は
市
が
独
自
に
作
成
し
た
「
生
活
保
護
の

て
び
き
」
を
使
っ
て
制
度
を
説
明
。
相
手

の
実
情
を
聞
い
て
個
々
に
最
低
生
活
費
を

計
算
し
ま
す
。
行
政
の
対
応
に
不
満
が
あ

れ
ば
不
服
申
立
が
で
き
る
こ
と
も
説
明
し

ま
す
。
生
活
保
護
の
開
始
時
に
は
、
こ
れ

も
市
が
独
自
に
作
成
し
た
「
保
護
の
し
お

り
」
を
使
い
、
約
1
時
間
か
け
て
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
行
い
ま
す
。
同
市
の
生
活
保
護
行

政
は
、
保
護
者
へ
て
い
ね
い
な
対
応
を
し

て
い
る
事
例
と
し
て
昨
年
「
朝
日
新
聞
」

で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
職
場
は
深
刻

な
人
員
不
足
で
、
職
員
の
長
時
間
・
過
密

労
働
が
業
務
を
支
え
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。職

員
研
修
、引
き
継
ぎ
が

　

 

確
保
で
き
な
い

　

交
流
会
で
は
、
各
市
の
職
場
の
実
態
が

報
告
さ
れ
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
被
保
護

者
が
じ
っ
く
り
話
が
で
き
ず
、
深
刻
な
人

員
不
足
の
問
題
が
次
々
と
出
さ
れ
ま
し

仕
事
の
負
担
大
き
い
が

　

 

て
い
ね
い
な
説
明
を

　

交
流
会
で
は
、
枚
方
市
で
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
を
し
て
い
る
荻お
ぎ

山や
ま

博ひ
ろ

實み

さ
ん
が
生
活

保
護
職
場
の
報
告
を
か
ね
て
問
題
提
起
。

「
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
一
人
あ
た
り
平
均

で
１
０
４
ケ
ー
ス
（
国
の
標
準
は
80
ケ
ー

ス
）
を
担
当
し
、
6
人
の
指
導
員
で
体
制

を
と
っ
て
い
る
。
仕
事
の
負
担
が
大
き

く
、
体
調
の
悪
い
人
や
休
職
者
も
増
え
て

い
る
」
と
厳
し
い
実
態
を
示
し
な
が
ら
、

「
そ
れ
で
も
、
相
談
に
来
た
市
民
に
は
、

時
間
を
か
け
て
制
度
を
説
明
を
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。

交
流
会
に
は
大
阪
府
下
11
の
自
治
体
か
ら
22
人
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
が
参
加
し
ま
し
た

た
。「
1
月
か
ら
失
業
者
の
申
請
が
増
え

て
い
る
。
勤
務
時
間
内
に
は
処
理
し
き
れ

な
い
。
市
財
政
の
都
合
に
よ
り
残
業
規
制

が
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
残

業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
」「
面
接
の

相
談
が
12
月
か
ら
増
え
て
1
日
30
件
に
の

ぼ
る
」「
人
員
が
確
保
で
き
な
い
の
で
、

高
齢
者
世
帯
は
３
８
０
も
担
当
し
て
い

る
」「
十
分
な
研
修
や
引
き
継
ぎ
も
な
い

ま
ま
、
ケ
ー
ス
を
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
な
ど
悩
み
は
切
実
で
す
。

　

職
場
で
は
正
規
職
員
が
減
ら
さ
れ
る
一

方
、
高
齢
担
当
に
嘱
託
職
員
が
配
置
さ
れ

た
り
、
3
年
程
度
で
雇
い
止
め
に
さ
れ
る

任
期
付
職
員
が
配
置
さ
れ
る
な
ど
非
正
規

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
経
験
の
少
な
い
若

い
職
員
が
多
く
配
置
さ
れ
た
り
、
相
談
業

務
に
警
察
の
Ｏ
Ｂ
を
配
置
し
て
い
る
職
場

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
職
場
か

ら
の
闘
い
に
よ
り
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を

専
門
職
（
社
会
福
祉
士
な
ど
）
と
し
て
採

用
す
る
自
治
体
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で

　

 

元
気
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

　

こ
の
年
度
末
に
は
、
新
た
な
「
派
遣
切

り
」
で
大
量
の
失
業
者
が
発
生
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
、
職
場
で
は
「
3
月
パ
ニ
ッ

ク
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
福
祉
部

会
長
の
千
田
美
津
男
さ
ん
（
吹
田
市
職

労
）
は
、「
多
く
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が

厳
し
い
職
場
環
境
の
中
、
悩
ん
で
い
る
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
役
立
つ
生
活

保
護
行
政
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も

交
流
会
を
続
け
て
、
元
気
の
出
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
り

ま
す
。

大阪自治労連福祉部会がケースワーカー交流会を開催

枚
方
市
の
「
保
護
の
て
び
き
」「
保
護
の
し
お
り
」

を
紹
介
し
て
報
告
す
る
荻
山
さ
ん

150人が参加した緊急シンポジウム（2月28日）

府庁のWTC移転を撤回し
府民参加で十分な議論を！

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
鶴
田
廣
巳
氏

（
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
理
事
長

・
関
西
大
学
教
授
）
が
「
Ｗ
Ｔ
Ｃ
へ

の
移
転
は
、
す
で
に
破
綻
し
た
臨
海

部
巨
大
開
発
の
焼
き
直
し
に
過
ぎ
な

い
」
と
発
言
。
塩
崎
賢
明
氏
（
兵
庫

県
震
災
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表
・

神
戸
大
学
教
授
）
は
「
移
転
し
て
大

阪
が
活
性
化
す
る
と
い
う
の
は
幻
想

だ
。
自
然
、
歴
史
、
文
化
が
息
づ
く

現
庁
舎
の
あ
る
大
阪
城
一
帯
の
資
源

を
食
い
つ
ぶ
す
の
か
、
磨
い
て
宝
に

す
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。
角
橋
徹
也
氏
（
都
市
プ

ラ
ン
ナ
ー
）
は
、「
Ｗ
Ｔ
Ｃ
は
２
０

０
０
年
に
改
正
し
た
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
。
震
災
時
に
は
ア
ク

セ
ス
が
切
断
さ
れ
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
を
失
う
」
と
指
摘
。
飯
田
秀

男
氏
（
全
大
阪
消
費
者
団
体
連
絡
会

事
務
局
長
）
が
「
今
回
の
移
転
騒
動

は
知
事
の
思
い
つ
き
で
し
か
な
い
。

府
民
に
情
報
を
公
開
し
て
説
明
す
る

と
と
も
に
、
急
が
ず
に
十
分
議
論
を

進
め
る
べ
き
」
と
発
言
。
防
災
、
利

便
性
、
大
型
開
発
、
ま
ち
づ
く
り
、

府
民
参
加
な
ど
、
ど
の
点
か
ら
見
て

も
移
転
に
は
重
大
な
問
題
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

府庁移転のねらいは
破綻した臨海部開発の推進

　

橋
下
知
事
が
、
２
月
府
議
会
に
府
庁
を
Ｗ
Ｔ
Ｃ
（
南
港
に
あ
る
大
阪
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
）
に
移
転
す
る
提
案
を
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
大
阪
府
職
労
と
大

阪
自
治
体
問
題
研
究
所
は
2
月
28
日
に
大
阪
市
内
の
「
い
き
い
き
エ
イ
ジ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
」
で
緊
急
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
１
５
０
人
が
参
加
し
、
移
転
計
画
の
撤
回
と
府

民
参
加
で
の
討
論
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。

　北九州市の生活保護申請拒否問題や「年越し派遣村」など、「最後のセー
フティネット」である生活保護行政のあり方が問われています。大阪府下の
福祉事務所でも、昨年末から生活保護の相談者が増えている中、大阪自治労
連福祉部会は２月21日（土）にケースワーカー交流会を開催しました。


